
「本校の現状と総合的な探究の時間の取り組み」
〜通信制課程における課題研究の実践について〜

熊本県立湧心館高等学校　通信制
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熊本スーパーハイスクール（KSH）構想
分類 概要

イノベーション
ハイスクール

県立高校のフロントランナーとしてカリキュラム開発や実践研究を行う

プロフェッショナル
ハイスクール

産学官連携による学びの深化や、企業等と連携した実践的・体験的な
学びを推進する

クリエイト
ハイスクール

地域振興の核としての高校の機能強化や魅力ある高校づくりに
取り組むための協働体制づくり、地域資源を活用した探究的な学びを
推進

エンパワーメント
ハイスクール（本校）

生徒の個性に応じた教育活動の充実を図るため、個別学習や体験学
習の取組を推進
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エンパワーメントハイスクールの指定を受けて、
本校では･･･

⾼い⾃⼰管理能⼒を兼ね備え、
 地域や社会に貢献できる⼈材育成
〜主体的に学習に取り組む態度を⾼める探究活動と学習評価の開発〜

課題研究を通して主体的に学習に取り組む態度を⾼める

⽬標
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本校の取り組み
◯総合的な探究の時間Ⅰ〜Ⅳを前期‧後期に１単位ずつ開講

◯⾯接は前期‧後期とも３時間実施（必要⾯接時数２時間）

 総探⽀援企画を前期‧後期に各１回実施
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江津湖散策‧清掃ボランティア
‧清掃ボランティアを通して、社会奉仕の精神を養う

‧⽣徒同⼠や教員との交流の機会になる

‧⾃然や⽂化に親しみ、郷⼟に誇りを持つ
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江津湖散策‧清掃ボランティア
‧清掃終了後、アクロスティック（あいうえお作⽂）を考える。

 昨年度のテーマは「えづ（ず）のうみ」でした。

⽣徒作品
えんえんと　

ずんずん　

のどかな時を新たな友と　

うきうきで

みんなとまた話したい

江津のうみ

透き通った水

野に咲く花々

湖をはばたく鳥たち

みな全てが熊本のたから

遠方から

連れられて

野に放たれた生物等

湖に住みつき

乱れる生態系 6



実績報告書（感染症や忌引きの⽣徒に対応）

期⽇までに合格すれば
出席に代替できる。

今年度の内容は
課題研究の
テーマ設定練習
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レポート（総探Ⅰ〜Ⅳ） 
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◯a⾯（課題研究）、ｂ⾯（⾃⼰理解や進路研究等）

                  どちらかを選択

a面を選択したら、

第１回でテーマ設定

第２回で結果報告



レポート  a⾯：課題研究 
◯a面（課題研究）、ｂ面（自己理解や進路研究等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらかを選択
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レポート ｂ⾯：⾃⼰理解‧進路研究 
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総探第１回の授業では課題研究のやり⽅を説明 
Googleスライドを全職員で共有

全担任が指導・評価の
足並みをそろえる
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⽣徒が設定したテーマ例 アルバイト/動物編 

･「アルバイト先での⾷品ロスを減らす」

･「パートさんの不満をなくすためにできること」

･「新⼈のアルバイトが楽しく早く育つためには」

･「避難所でのペット問題」

･「ウミガメと⾃然のために私たちができること」

･「保護猫カフェと動物の殺処分の関係性」
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⽣徒が設定したテーマ例  時事問題編 

･「⾼齢者が免許返納した後、どんなサポートがあれば、

   返納率は⾼くなるか」

･「Ｇ７とか⾔ってるけど、どういうグループか調べてみる」

･「誹謗中傷をしないためにできること」

･「⾷中毒を防⽌するために取られている対策と取るべき

    対策」
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⽣徒が設定したテーマ例  その他

･「就職に向けて、若者サポートステーションに⾏ってみる」

･「顔が与える第⼀印象〜どのようにすると好印象を

    相⼿に与えられるか〜」

･「家庭での家事負担によるストレス解消のために

    できること」

･「寝る時間を少しでも⻑くするためにできること」
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実際のレポート取組状況
アルバイトで⾺⾁を提供
      ⬇
⽣⾷できる動物、できない動物
の違いとは？
      ⬇
⾷中毒になるかどうか
      ⬇
⾷中毒はなぜおこるのか？
⾺や⿂はなぜ⽣⾷できるのか？
⽜の⽣⾷禁⽌前後の⾷中毒者数
はどう変化したのか？
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仮説の検証方法
①インターネットで調べる
②アルバイト先でインタビュー
③提携の店舗に現地調査

実際のレポート取組状況
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〈ルーズリーフ参照〉
実際のレポート取組状況
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レポートに入りきらず、
ルーズリーフ２枚
　　　＋
資料①、資料②にまとめた

実際のレポート取組状況
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講演会の実施（ア） 
 日時：令和4年10月20日  演題：『社会の変化と探究の力』

講師：一般社団法人Glocal Academy 代表理事　岡本尚也先生
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講演会の実施（イ） 
日時：令和5年6月8日 　
演題：『これからの社会で一歩踏み出す力』

講師：一般社団法人Glocal Academy 代表理事　岡本尚也先生
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講演会の実施（ウ） 
日時：令和5年10月27日 　

演題：『docomo連携授業～５Ｇを活用した社会問題解決授業～』

講師：株式会社ドコモビジネスソリュ－ションズ酒井様、高橋様
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講演会の実施（エ） 
日時：令和6年6月6日 　

演題：『探究活動を始めるみなさんへ』

講師：マイプロジェクト熊本県事務局　井下友梨花様
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ポスター発表「県⽴学校学びの祭典」にて 
令和4年3月、令和5年12月、令和6年12月に参加（予定）

探究活動の内容をまとめ、

来場者に対してポスター発表を行った。

学校紹介ブースでは
生徒が編集した動画で
学校紹介を行った
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